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電
力
1
0
社
自
由
化
阻
む

　
世
界
で
は
欧
米
を
中
心
に
守
政
権
時
代
の
一
九
九
〇

電
力
市
場
の
自
由
化
が
進
ん
年
、
国
営
だ
っ
た
電
力
会
社

で
い
る
。
鍵
を
握
る
の
が
発
が
民
営
化
さ
れ
、
発
電
と
送

送
電
の
分
離
だ
。
電
力
会
社
電
が
分
離
さ
れ
た
。
米
国
で

か
ら
送
電
網
を
切
り
離
し
、
も
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
な
ど

新
規
の
事
業
者
に
も
公
平
に
で
自
由
化
さ
れ
た
の
を
手
始

使
わ
せ
な
け
れ
ば
、
自
由
化
め
に
発
送
電
が
分
離
さ
れ
、

の
実
は
上
が
ら
な
い
。
　
　
新
規
参
入
者
も
送
電
線
を
自

　
自
由
化
の
先
駆
け
と
な
っ
由
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
英
国
で
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
保
た
。

原
発
事
故
収
束
に
向
け
た
工
程
表
の
見
直
し
を
発
表
す
る
東

京
電
力
の
武
藤
栄
副
社
長
。
不
手
際
の
ツ
ケ
を
消
費
者
に
回

き
Ｉ
Ｃ
ま
ー
こ
支
ら
ま
Ｉ
＝
７
∃
Ｆ
＆
（
、
杖
貧
Ｓ
Ｆ
ｔ
日
一
べ
き

八
田
達
夫
・
大
阪
大
招
聘

て
新
規
参
入
が
可
能
に
な

　　計画的避難の壮行会で、村長の
　　あいさつに聞き入る飯舘村の住
･･･　民ら。電力を自由化すれば原発
　　もなくなる＝15日、福島県の飯
　　舘村役場で

り
、
工
場
が
自
家
発
電
機
を
を
出
す
こ
と
も
可
能
だ
。
東

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
発
電
京
で
発
電
す
れ
ば
も
う
か
る

を
送
電
か
ら
分
離
し
、
新
規
わ
け
だ
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ

参
入
で
競
争
を
促
し
た
方
が
ル
ギ
ー
が
増
え
る
。
東
北
で

い
い
と
な
っ
た
」
　
　
　
　
　
の
工
場
立
地
も
盛
ん
に
な

　
八
田
氏
に
よ
れ
ば
、
発
送
る
。

電
分
離
の
メ
リ
ッ
ト
は
こ
う
　
と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
、

か
担
‐
阿
Ｃ
五
年
に
圖
、
2
5

十
葛
以
上
の
小
匙
模
工
場
な

ど
も
自
由
化
さ
れ
た
。
発
送

電
の
分
離
ま
で
あ
と
一
歩
に

迫
っ
た
か
に
見
え
た
。

　
電
力
会
社
は
ぃ
「
電
力
の
安

定
供
給
に
は
発
送
電
一
体
が

必
要
」
と
反
撃
い
た
・
与
党

だ
っ
た
自
民
党
の
電
力
族
議

員
も
加
勢
し
た
い
結
局
、
発

送
電
一
体
の
壁
苛
崩
れ
な
か

Ａ
ｌ
ｌ
ｎ
　
　
　
　
ｌ
‐

っ
た
。

　
政
府
内

だ
。
ま
ず
競
争
原
理
の
導
入
電
力
会
社
の
独
占
体
制
が
維
の
発
送
電
ハ

で
電
力
料
金
が
下
が
る
。
コ
持
さ
れ
て
い
る
。
自
由
化
は
し
て
い
る
。

ン
ビ
ニ
「
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
段
階
的
に
導
入
さ
れ
て
き
た
電
は
発
墨

ン
」
の
関
係
者
の
話
で
は
、
が
、
肝
心
の
発
送
電
の
分
離
害
賠
償
の
｀

日
本
の
店
舗
の
電
力
料
金
は
が
実
現
し
て
い
な
い
か
ら
だ
」
と
恚

米
国
の
三
倍
に
も
な
る
と
い
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
で
も
買

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
由
化
の
動
き
は
、
経
産
る
。
国
内
（

　
電
源
は
分
散
さ
れ
、
再
生
雀
の
改
革
派
官
僚
ら
が
主
導
が
東
電
に
｀

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
し
た
と
さ
れ
る
。
九
〇
年
代
ら
は
外
資
ｆ

促
進
さ
れ
る
。
発
送
電
が
分
の
規
制
緩
和
の
流
れ
を
背
景
は
、
新
経
｀

離
さ
れ
た
欧
米
諸
国
で
は
、
に
、
九
五
年
に
卸
発
電
事
業
電
会
社
に
心

電
気
の
主
要
な
流
れ
と
逆
方
が
解
禁
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
　
さ
ら
に

向
の
送
電
に
は
送
電
会
社
が
は
、
大
口
需
要
家
に
対
す
る
域
独
占
で
登

補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
欧
小
売
り
が
一
部
自
由
化
さ
金
力
で
政
界
、

米
の
モ
デ
ル
を
日
本
国
内
に
れ
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
新
規
参
ィ
ア
と
ズ
ブ
″

当
て
は
め
る
と
、
東
北
か
ら
入
事
業
者
が
登
場
し
た
。
　
築
き
、
原
聚

東
京
へ
の
送
電
に
高
い
料
金
　
○
四
年
に
は
、
契
約
電
力
ど
の
虚
構
を

を
課
し
、
逆
に
東
京
か
ら
東

北
へ
は
送
電
会
社
が
補
助
金

が
五
百
銘
以
上
の
ス
ー
パ
ー
た
。
東
電
の
発
送
電
分
離
で

や
中
規
模
工
場
な
ど
に
範
囲
地
域
独
占
の
一
角
を
崩
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
、
日
本
の
異
常
な
電
力
利

電
源
分
散
で
再
生
エ
ネ
促
進

原
発
の
高
コ
ス
ト
明
ら
か
に

権
体
制
は
崩
れ
て
い
く
。
そ

う
な
れ
ば
、
使
用
済
み
核
燃

料
の
最
終
処
分
費
用
も
含
め

た
原
発
の
高
コ
ス
ト
体
質
も

明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
」
と

｜
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